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１. はじめに 

インド特許庁は、コルカタを本庁とし、ニューデリー、チェンナイ、及びムンバイの３庁を支庁として有していま

す。本庁のコルカタは、インド特許庁の本部として、全体管理を果たす役割を有していますが、審査および審判の実

務等については、４庁が独立して処理しています。 

なお、非居住者がインドに特許出願をする場合、上記の 4 庁のうち、インドにおける住所または業務を行う場所を

管轄する特許庁に出願しなければなりません。 

 

 インド特許庁は、最近の特許出願の増加（年間約 5 万件）特許出願の未審査滞貨が多く、審査における質の低下や

審査期間の長期化等の問題を有しています。審査の質については、４庁間で審査官が移動することによって均一化を

図っています。これに対し、審査処理速度は、4庁間で均一ではなく、バラツキが大きい状況にあります。 
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